
■山口県の取り組み「地球となかよし県民運動」
山口県では1998年3月に「やまぐち環境創造プ

ラン」（山口県環境基本計画）を定め、「2010年に
おける二酸化炭素の排出量を1990年レベルの10％
削減をめざす」こととし、1998年6月から地球温
暖化防止の県民運動である「地球となかよし県民
運動」を展開するとともに、この運動の行動指針
となる県民・事業者・行政を対象とした「地球温
暖化防止行動プログラム」（県民編・事業所編・
行政編）を策定し、家庭における省エネルギー行
動や自己点検の実施、事業所における省資源・省
エネルギー対策の促進、行政における率先行動の
推進など、それぞれの主体において具体的な活動
に自主的に取り組んでいます。
また、県の地球温暖化対策実行計画である「山口県庁エコ・オフィス実践プラン」に基づき、温
室効果ガスの削減やごみ減量化等に向けた取り組みも実践しています。
さらに、「地球温暖化対策推進法」に基づき、地域における啓発活動のリーダーとして「地球と

なかよし県民運動推進員」を全国に先駆けて委嘱するとともに、「山口県地球温暖化防止活動推進
センター」を指定し、推進員及びセンターと連携・協力し、エネルギー消費の伸びが大きな民生部
門を中心に、普及啓発や情報提供、指導、助言に努めるなど、「地球となかよし県民運動」のさら
なる定着を図っています。
皆さんも巻末の資料を活用しながら、日常生活の中で二酸化炭素排出量の削減を進めていきまし
ょう。


